
- 0 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

守谷市自治基本条例（案） 

逐条解説 

 

 

 

 

守谷市 

 

 

 

  



- 1 - 

 

守谷市自治基本条例（案）作成の経過 

 

守谷市自治基本条例（案）の作成にあたっては、令和７年４月に取組を

開始し、１年 6カ月をかけて進めてきました。そのプロセスは、限られた

メンバーによる専門委員会という形式で進められたものではありません。 

まず、条例（案）作成の前段階として「みんなで守谷の未来を紡ぐミー

ティング」を開催し、市民の皆様の率直な想いを広くお聴きしました。 

また、「守谷市協働のまちづくり推進委員会」との意見交換を通じて、

多角的な視点を取り入れてまいりました。 

特に大きな特徴であったのは、無作為抽出などによって広く市民に参加

を呼びかけ、これまで行政にあまりかかわりがなかった多くの方々に参加

していただけたことです。ミーティングや１回４時間におよぶ長時間にわ

たる検討分科会など１５回のミーティング・会議を重ね、延べ３９４人の

市民の皆様にご参加いただきました。 

そうした中で、「もっと深くかかわりたい」という市民の皆様の熱意が

実を結び、一緒に条例（案）を創り上げることができました。 
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守谷市自治基本条例（案） 

本逐条解説は、こどもが読んでも理解しやすいよう、分かりやすい表現

を用いるよう心がけております。あらかじめご了承くださいますようお願

いいたします。 

 

（前文） 

私たちは、市民一人ひとりの幸せと未来への希望を大切にし、豊かな

自然と歴史を尊重し、市民が主役となる自治を受け継いできました。 

私たちは、今後もこれらを継承し、市民が誇りを持ち、安心して暮らせ

る魅力的な守谷の未来を創り上げていくために、大切な約束としてこの

条例を制定します。 

［解説］ 

守谷市が、これまで大切にしてきた豊かな自然や歴史、そして市民が主

役となって進めてきた「自治（自分たちのまちを自分たちでよくしていく

こと）」の歴史を、次の世代へしっかり引き継いでいくことを記載してい

ます。 

この条例は単なるルールではなく、市民と行政が未来へ向かって進むた

めの「大切な約束（まちづくりの憲法のようなもの）」として位置付けて

います。ルールや法律は堅苦しく感じられがちですが、この条例が「なぜ

作られたのか」「みんなでどんな守谷市を目指したいのか」という、一番

大切な気持ちや原点をみんなで共有できるようにするために前文を導入

しています。 

 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この条例は、本市の自治に関する基本理念を明らかにし、市民

を主体とした持続可能で発展的な自治を実現及び推進するための基

本的な事項を定めることを目的とする。 

［解説］ 

この条例は、市民が主役となって未来へ向けてずっと発展し続ける守谷

市をつくるための、一番もとになるルールであることを定めています。社

会がどのように変わっても、「市民が主役のまちづくり」という大切な目

標がブレないようにしなければなりません。 
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（条例の位置付け） 

第２条 この条例は、本市における自治の基本となるものであり、最大

限に尊重されなければならない。 

２ 市は、他の条例、規則等を制定し、又は改廃する場合においては、

この条例との整合を図るものとする。 

［解説］ 

この条例は、守谷市で一番大切にしなければならないルールです。その

ため、市が新しくルールやきまりを作るときは、この条例の内容に合って

いるかしっかり確かめなければなりません。これは、条例を作っただけで

終わらせず、市のすべての活動の「土台」として実際にしっかり生かす必

要があります。 

 

（用語の定義） 

第３条 この条例において使用する用語の定義は、次のとおりとする。 

（１）市民 市内に住所を有する者及び市内において働き、学び、若し

くは活動する個人又は団体をいう。 

（２）市 議会及び執行機関をいう。 

（３）執行機関 市長、教育委員会、選挙管理委員会、監査委員、農業

委員会及び固定資産評価審査委員会をいう。 

（４）市政 市の行政運営及び議会活動をいう。 

（５）自治 市民及び市が、守谷市において、自らの意思と責任をもっ

て、公共の福祉を増進し、現在及び未来の世代を含むすべての市民

の幸せの実現を目指して行う、あらゆる取組をいう。 

（６）参加 市民が自治に関する情報を得て、意見を表明し、又は自ら

の判断と責任に基づき、主体的に自治に関わることをいう。 

（７）こども 市内に住所を有する１８歳未満の者及び市内において働

き、学び又は活動する１８歳未満の者をいう。 

（８）協働 市民及び市が、それぞれの自発性及び自主性を尊重しつつ、

連携協力することをいう。 

［解説］ 

条例の中で出てくる言葉（「市民」「市」「こども」「協働」など）が、具

体的に何を指しているのかをはっきりさせています。例えば、「市民」に

は、守谷市に住んでいる人だけでなく、守谷で働いたり、学校に通ったり、

活動している人や団体も含まれます。これは、言葉の意味をあいまいにせ

ず、守谷市にかかわるたくさんの人が、みんなで一緒にまちづくりに参加

できるようにするためです。 
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第２章 自治の基本理念と基本原則 

（基本理念） 

第４条 本市における自治の主体は市民であることを基本とし、市民及

び市は、互いに理解し合い、信頼と共感のもとに協働して自治を推進す

るものとする。 

［解説］ 

守谷市の主役は「市民」です。市民と市（市長や市役所）が、お互いに

信頼し合い、気持ちを通じ合わせながら、力を合わせて（協働して）まち

づくりを進めていきます。市役所だけが、すべてを決めるのではなく、市

民と市役所が手を取り合う姿勢をはっきり示しています。 

 

（基本原則） 

第５条 自治の基本原則は、次に掲げるとおりとする。 

（１）市民自治の原則 市民の意思に基づいて自治を進めること。 

（２）情報の公開及び共有の原則 市は、市民の市政に関する情報を知

る権利を保障するとともに、市民の自治への参加を促進するため、

市政に関する情報を市民に提供し、共有すること。 

（３）参加と協働の原則 市民が自治に参加し、市と協働で自治を進め

ること。 

（４）多様性の尊重の原則 多様な価値観を尊重する自治を進めるこ

と。 

（５）未来への責任の原則 施策の決定にあたっては、未来の世代の視

点を組み込み、持続可能で発展的な自治を進めること。 

［解説］ 

まちづくりを進めるときの五つの大切なルール（原則）として、「市民

自治（市民の気持ちや意思をもとに進めること）」「情報の公開と共有（市

が情報をオープンにして、市民と情報を分け合うこと）」「参加と協働（市

民がまちづくりに参加し、市と一緒に進めること）」「多様性の尊重（一人

ひとりの違いやいろいろな考え方を大切にすること）」「未来への責任（今

のことだけでなく、未来の世代のことも考えて行動すること）」を定めて

います。これからのより良い社会をつくるために欠かせない大切な考え方

を、判断の基準としてあらかじめ決めておくものです。 
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第３章 市民の役割等 

（市民の権利） 

第６条 市民は、自治に関して、次に掲げる権利を有する。 

（１）自治に関する情報を知る権利 

（２）自治に参加する権利 

（３）市民としての誇りと幸せを享受する権利 

（市民の役割） 

第７条 市民は、自治の主体であることを認識し、積極的に自治に参加

するよう努めるものとする。 

２ 市民は、自治への参加に当たっては、互いの立場及び考えを尊重す

るとともに、自らの発言及び行動に責任を持つよう努めるものとす

る。 

３ 市民は、助け合い、協力し、声の掛け合いを通じて地域とのつなが

りを育み、豊かな地域社会を築くよう努めるものとする。 

［解説］ 

市民には、「情報を知る権利」「まちづくりに参加する権利」「守谷市民

として誇りと幸せを感じる権利」があります。その一方で、ただ権利を主

張するだけでなく、自分もまちを支える一員として進んで参加し、自分の

言ったことや行動に責任を持ち、地域の人たちと声を掛け合って仲良く暮

らすよう努めることが求められます。権利を楽しむだけでなく、一人ひと

りが「自分たちのまちは自分たちで良くする」という責任感を持つことが、

本当の民主主義やまちづくりに必要です。 

 

（こどもの権利） 

第８条 こどもは、年齢や発達段階に適した形で自治に参加する権利を

有する。 

２ こどもは、安全で安心して健やかに育つ環境を享受する権利を有す

る。 

３ その他、こどもの権利に関する基本事項については、別に定めるも

のとする。 

［解説］ 

こどもたちも、年齢や成長の段階に合わせて、自分の意見を言ったり、

まちづくりに参加したりする権利や、安全で安心してすくすく育つ環境で

過ごす権利があります。これは、未来を担うこどもたちの視点を大切にし、

こどもにとっても、大人にとっても暮らしやすい守谷市にするためです。 
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第４章 議会の役割及び責務 

（議会の役割及び責務） 

第９条 議会は、直接選挙によって選ばれた代表者である議員によって

構成される意思決定機関であり、市民の意思を市政に反映させるもの

とする。 

２ 議会に関する基本的な事項は、守谷市議会基本条例（平成２５年守

谷市条例第２８号）によるものとする。 

［解説］ 

市民の選挙で選ばれた議員が集まる「議会」は、市民の意見を市政に反

映させる大切な話し合いの場（意思決定機関）です。詳しいルールは別の

「守谷市議会基本条例」に従います。市長とは別に、市民を代表する議会

がどんな役割をもっているかをはっきりさせ、これまでのルールともしっ

かり繋げます。 

 

第５章 市長及び執行機関の役割及び責務 

（市長の役割及び責務） 

第１０条 市長は、市の代表者として、その地位が市民からの負託によ

るものであることを認識し、公正かつ誠実に行政運営を行わなければ

ならない。 

２ 市長は、市の施策が市民の意見やニーズを反映したものであるよ

う、市民との対話の機会を積極的に設け、市民の想いが行政運営に生

かされるよう努めなければならない。 

（職員の役割及び責務） 

第１１条 職員は、市民全体の奉仕者として、市民自治の実現のため、

法令の定めるところにより公平、公正かつ誠実に職務を遂行し、市民

の信頼獲得に努めなければならない。 

２ 職員は、自らも地域の一員であることを自覚し、安心して暮らせる

ために行う地域の取組に積極的に参画するように努めなければなら

ない。 

［解説］ 

市長は、市民から選ばれた代表として、公平で誠実に仕事をしなくては

なりません。また、市民との対話の機会をたくさんつくって、みんなの意

見や想いを政治に生かします。市役所の職員も、市民全体のために公平・

公正に働き、自分も地域の一員として地域活動に進んで参加します。行政

のリーダーや働く人が、市民の信頼に応えてしっかり動き、市民の想いに

寄り添った政治・行政を行うためです。 
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第６章 情報の公開と共有 

（情報の公開と共有） 

第１２条 市は、市政に関する情報の透明性を確保し、市民の知る権利

を保障するとともに、市民の自治への参加を促進するため、市政に関

する情報を市民に積極的かつ分かりやすく公開し、共有するものとす

る。 

２ 情報の公開に関する基本的な事項は、守谷市情報公開条例（平成１

０年守谷町条例第４号）によるものとする。 

（個人情報の保護） 

第１３条 市は、個人情報の保護を図るため、個人情報の収集、利用、

提供及び管理を適正に行わなければならない。 

［解説］ 

市がどんな仕事をしているか、情報は隠さずに分かりやすく、みんなに

公開します。ただし、みんなの大切なプライベートな情報（個人情報）は、

きちんと守って安全に管理します。市民が正しく状況を知り、安心してま

ちづくりに参加できるようにするためには、情報のオープンさとプライバ

シーの保護の両方が大切です。 

 

第７章 参加と協働 

（市民参加の機会） 

第１４条 市は、自治に関して、市民の参加する権利を保障するととも

に、市民の参加を促進し、支援するものとする。 

２ 市民及び市は、市民の意見を市政に反映させるため、多様な市民が

意見を表明し、対話できる場を積極的に設け、市民の想いが形になる

よう努めるものとする。 

［解説］ 

市は、市民がまちづくりに参加する権利を守り、みんなが参加しやすく

なるように応援します。また、市民の意見をまちづくりにしっかり生かす

ために、いろんな人が集まって意見を言い合ったり、話し合ったりできる

場をたくさん作ります。これは、市民の想いやアイデアが、実際のまちづ

くりに、ちゃんと実現するようにするためです。 

 

（住民投票） 

第１５条 市長は、行政運営の重要な事項について、市民の意思を直接

確認するため、住民投票を実施することができる。 

２ 住民投票の実施に関し必要な事項は、別に条例で定める。 
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３ 市長は、住民投票の結果を尊重するものとする。 

［解説］ 

市長は、市の未来を左右するようなとても大切な問題について、市民み

んながどう考えているかを直接確かめるために、「住民投票（市民全員に

よる投票）」を行うことができます。投票の具体的なルールは、別の条例

で決めますが、市長はその結果を大切にします。これは、重要なことにつ

いて、選挙のときだけでなく、その都度、市民の直接の意思を政治にしっ

かりと反映させるためです。 

 

（市民会議） 

第１６条 市は、自治に関する意見を聴取する場として、指名、推薦及

び公募によるもののほか、無作為に選出した市民等による市民会議を

開くことができるものとする。 

［解説］ 

市は、まちづくりについてみんなの意見を聞くために、話し合う内容を

決めて「市民会議」を開くことができます。この会議には、内容に合わせ

て、市から指名された人だけでなく、一般から応募した人や、くじ引きで

選ばれた市民などが参加します。また、会議の内容によっては、参加する

人が一部の人に絞られることもあります。 これは、いつも決まったメン

バーだけでなく、いろいろな人たちの意見をたくさん集めて、これからの

まちづくりに役立てるためです。 

 

（協働の推進） 

第１７条 市民及び市は、それぞれの役割を理解し、協働のまちづくり

に取り組まなければならない。 

２ 協働に関する基本的な事項は、守谷市協働のまちづくり推進条例

（平成３０年守谷市条例第３０号）によるものとする。 

［解説］ 

市民と市は、それぞれの役割や立場をしっかり理解し、力を合わせて（協

働して）より良いまちづくりに取り組まなければなりません。この協働に

ついての詳しいルールは、別の「守谷市協働のまちづくり推進条例」に従

います。これは、市だけ、あるいは市民だけではなく、お互いが手を取り

合うことが、良いまちをつくるために欠かせないからです。 
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（都市内分権の推進） 

第１８条 市は、市民自治を拡充し、協働のまちづくりを実践するため、

守谷市内の各地域における市民の意思を市政に反映するとともに、地

域のことは地域の市民が自ら考え実行する都市内分権を推進するた

めの施策を講じるものとする。 

［解説］ 

市は、市民がもっと主体的に動けるように、それぞれの地域のことはそ

こに住む市民が自分で考え実行する「都市内分権」を進めます。これは、

地域ごとに違う悩みや魅力に合わせて、身近なところから自分たちの手で

よりよい地域社会をつくっていくためです。 

 

第８章 市政運営 

（総合的かつ計画的な行政運営） 

第１９条 市長は、広く市民の参加を求め、守谷市の最上位計画として

総合計画を策定し、市は、これに基づいて総合的かつ計画的に行政運

営を行うものとする。 

（説明責任） 

第２０条 市長は、行政運営の透明性を高めるため、重要な事項につい

て、その立案から実施及び評価に至る過程を分かりやすく説明し、市

民への説明責任を果たさなければならない。 

（財政の健全性） 

第２１条 市は、中長期的な視点に立ち、財政の健全性を確保し、持続

可能な行政運営を行うとともに、その状況を市民に分かりやすく公表

するものとする。 

（危機管理） 

第２２条 執行機関は、自然災害、重大な事故及びその他の緊急事態に

備え、市民、議会及び関係機関と連携し、危機管理を行わなければな

らない。 

［解説］ 

市は、市民の意見を聞きながら一番大切な計画（総合計画）をつくり、

それに基づいて計画的にお仕事を進めます。また、税金の使い方や仕事の

やり方を市民に分かりやすく説明し（説明責任）、お金の使い過ぎに気を

付けて健全な財政を保ちます。さらに、災害などのピンチのときには、み

んなで協力して安全を守ります（危機管理）。無駄なく、安心できて、将来

にツケを残さないしっかりとした行政運営を行うためです。 
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第９章 国、県及び他の地方公共団体との連携及び協力 

（広域連携） 

第２３条 市は、必要に応じて国及び茨城県と対等な立場で適切な役割

分担の下、連携協力するとともに、行政運営の効率化及び相互に共通

する課題又は広域的な課題を解決するため、他の市区町村と連携協力

するものとする。 

［解説］ 

守谷市だけでなく、国や茨城県、近くの市区町村とも手を取り合って、

自分たちだけでは解決しにくい大きな問題や共通の課題を一緒に解決し

ていきます。交通や環境、災害などの問題は一つの市だけで解決できない

ことも多いため、まわりの地域と協力することがとても大切だからです。 

 

第１０章 条例の検証及び見直し 

（条例の検証及び見直し） 

第２４条 市は、審議会、委員会その他の関係会議等に対し、定期的に

この条例の運用状況及びこの条例に基づく市政の状況等について意

見を求め、その検証を行わなければならない。 

２ 市は、前項の検証の結果に基づき、必要があると認めるときは、こ

の条例の改正その他の必要な措置を講ずるものとする。 

［解説］ 

この条例がちゃんと役に立っているか、定期的に専門家や市民の会議で

チェック（検証）します。そして、必要があれば内容を新しく書き直した

りします。一度決めたルールをそのままにせず、時代の変化に合わせてい

つでも使いやすく、古くならないようにするためです。 

 


